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問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申

2019.9 2019.9 8

～12日は「とっとり県民の日」～身近なものに地元の良さある

　
「
と
っ
と
り
県
民
の
日
」
は
、
県

民
が
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
日
で
す
。
県

は
、
現
在
の
鳥
取
県
が
誕
生
し
た

１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
９
月
12

日
に
ち
な
み
、
１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
、
同
日
を
県
民
の
日
に
制

定
。
県
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
自

信
と
誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
を

築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は

見
過
ご
し
が
ち
な
地
元
の
魅
力

を
、
身
近
な
も
の
か
ら
感
じ
て
み

る
良
い
機
会
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
に
方
言
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
何
を
し
て
い
る
の
」
と
い

う
問
い
掛
け
を
「
何
し
と
ん
さ

る
」「
何
し
と
っ
だ
い
や
」「
何
し

ち
ょ
ー
」
な
ど
同
じ
県
内
で
も
表

現
は
さ
ま
ざ
ま
。
地
域
の
個
性
で

も
あ
る
方
言
に
、
誇
り
や
安
ら
ぎ

を
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
。
県
民
の
日
を
、
方
言
を
通
し

て
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
感
じ
る
一

日
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
併
せ
て
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る

催
し
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

県庁県民参画協働課
☎0857-26-7070　  0857-26-8112
　 kenminsankaku@pref.tottori.lg.jp

問

F

※このほか、県立施設が無料または割引
料金で利用できます。詳細はホーム
ページをご覧ください。

https://www.pref.tottori.lg.jp/0912/

県民の日前後の主なイベント

心掛けと予防策で事故防ぐ ～秋の農作業を安全に～

農業機械事故防止の主なポイント

県庁とっとり農業戦略課
☎0857-26-7327　  0857-26-8497
　 nougyousenryaku@pref.tottori.lg.jp  

問

F

　
農
産
物
の
収
穫
期
を
迎
え
る

秋
は
、
農
業
機
械
を
使
う
機
会

が
増
え
、
農
作
業
事
故
の
危
険

も
高
ま
り
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
作
業
へ
の
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
７（
平
成
29
）
年
に
発

生
し
た
農
作
業
の
死
亡
事
故
は

「
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・

転
倒
」
に
よ
る
も
の
が
最
多
で
す
。

こ
う
し
た
事
故
は
、
作
業
前
の
危

険
箇
所
の
把
握
や
農
業
機
械
へ

の
安
全
装
置
の
装
備
、
日
常
的

な
点
検
な
ど
で
防
止
で
き
ま
す
。

　
秋
は
日
没
が
早
ま
り
、
天
候

も
変
わ
り
や
す
い
た
め
作
業
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
一
方
、
残
暑

に
よ
る
熱
中
症
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。
地
域
や
家
族
で
声
を

掛
け
合
い
、
無
理
の
な
い
作
業
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
例
年
、
公
道
を
走
行
す

る
農
業
機
械
と
乗
用
車
の
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
般
車
両

と
の
速
度
差
を
意
識
し
て
、
円
滑

な
道
路
走
行
が
で
き
る
よ
う
他

の
車
両
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

■乗用型トラクター
　○安全キャブ・安全フレームのあるトラクターを
　　使用し、シートベルトを必ず着用。

○道路走行時は、ブレーキ操作時の
急旋回・横転を防ぐためにブレー
キペダルの連結を。
○低速車マークや反射材の装着。

■コンバイン（刈り取り脱穀機）
　○後進時の運転は、より慎重に。
　○狭い場所での作業は、補助作業者と声掛けを。
　○手こぎ作業中は、タオルや軍手の挟み込みに注意。

な
ん

な
ん

な
ん

～プラスチックごみを減らす～使い捨てない暮らしを実践

プラスチックの漂着ごみ

プラスチックごみの排出を減らす行動

□買い物のときには簡易包装を頼む。

□マイバッグ、マイボトルやマイ箸を持ち歩き、レジ袋
やプラスチック製食器をもらわない。

□プラスチック製のストローの使用を控える。

□繰り返し使える詰め替え用ボトルを選ぶ。

□食品の保存にはふた付き容器を使い、ラップの使用
を減らす。

□ごみは分別して出す。

　
近
年
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
と
よ
ば
れ
る
直
径
５
㍉
以
下

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
洋
を

汚
染
し
、
国
際
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
廃
棄
量
が

世
界
２
位
の
日
本
、
今
ま
で
以
上

に
排
出
を
抑
制
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
軽
く
て
丈

夫
、
加
工
し
や
す
い
な
ど
の
特
性

か
ら
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
。
し
か
し
、
中
に
は
使
い
捨
て
に

さ
れ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
ポ
イ
捨
て
」
や
屋
外
放
置
さ
れ

た
こ
れ
ら
が
雨
風
に
よ
っ
て
川
か

ら
海
へ
。
微
細
化
し
な
が
ら
海
を

漂
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
生
態
系

や
私
た
ち
の
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
、レ
ジ

袋
や
使
い
捨
て
容
器
の
使
用
を

控
え
る
、
分
別
廃
棄
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
な
ど
日
頃
の
実

践
が
必
要
で
す
。「
と
っ
と
り
プ
ラ

ご
み
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■鳥取砂丘の海ごみの種類
　全体の６割以上がプラスチックごみ

９月６日(金)
～19日(木)

県立公文書館
(鳥取市尚徳町)

企画展「鳥取県が
できるまで」

イオンモール鳥取北
(鳥取市晩稲)

イオンモール日吉津
(日吉津村日吉津)

日程 会場 内容

９月７日(土)
９月８日(日)
９月12日(木)

パネル展示、梨・
風船の配布、トリ
ピーやふるさと
大使のポケモン
であるサンド・ア
ローラサンドと
の記念撮影など
(日により内容は
異なる)

問 県庁循環型社会推進課
☎0857-26-7562  F0857-26-7563      junkanshakai@pref.tottori.lg.jp

割以上がプラスチックごみ

飲み物
の缶 2%

その他
26％

飲み物の
ペットボトル
27％

発泡スチロール
の破片
13％

硬質
プラスチック
12％

プラスチックのキャップ ５％

プラスチックの袋 ３％

プラスチック
フロート・ブイ ３％

ガラス瓶 ６％

ロープ・
ひも 3％

（2019年4月6日 鳥取砂丘ジオパークセンター調査）

低速車マーク

■プラスチックは小さくなってもなくならない

出典「政府広報オンライン『暮らしに役立つ情報』
　　（2019年５月14日）」

漂流ごみ
海面や水中に浮遊しているご
み。風や海流、潮流によって遠
くまで運ばれることもある。

海底ごみ 海底に沈んでしまったごみ。
漁具や缶・瓶だけでなく、レ
ジ袋なども沈んでいる。

漂着ごみ
海岸に打ち上げられた
ごみ。大きな木や海草に
交じって、生活ごみや漁
具などが漂着している。

ポイ捨てや屋外で放置された
プラスチックゴミが散乱

雨や風によって、
川へ流れて海へ

安全フレーム安全キャブ

プラスチック
ごみの排出を
減らす

（右欄参照）

マイバッグ

マイボトル
詰め替え用
ボトル

分別用資源収集箱
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問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申

2019.99 2019.9

～12日は「とっとり県民の日」～身近なものに地元の良さある

　
「
と
っ
と
り
県
民
の
日
」
は
、
県

民
が
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
日
で
す
。
県

は
、
現
在
の
鳥
取
県
が
誕
生
し
た

１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
９
月
12

日
に
ち
な
み
、
１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
、
同
日
を
県
民
の
日
に
制

定
。
県
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
自

信
と
誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
を

築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は

見
過
ご
し
が
ち
な
地
元
の
魅
力

を
、
身
近
な
も
の
か
ら
感
じ
て
み

る
良
い
機
会
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
に
方
言
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
何
を
し
て
い
る
の
」
と
い

う
問
い
掛
け
を
「
何
し
と
ん
さ

る
」「
何
し
と
っ
だ
い
や
」「
何
し

ち
ょ
ー
」
な
ど
同
じ
県
内
で
も
表

現
は
さ
ま
ざ
ま
。
地
域
の
個
性
で

も
あ
る
方
言
に
、
誇
り
や
安
ら
ぎ

を
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
。
県
民
の
日
を
、
方
言
を
通
し

て
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
感
じ
る
一

日
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
併
せ
て
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る

催
し
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

県庁県民参画協働課
☎0857-26-7070　  0857-26-8112
　 kenminsankaku@pref.tottori.lg.jp

問

F

※このほか、県立施設が無料または割引
料金で利用できます。詳細はホーム
ページをご覧ください。

https://www.pref.tottori.lg.jp/0912/

県民の日前後の主なイベント

心掛けと予防策で事故防ぐ ～秋の農作業を安全に～

農業機械事故防止の主なポイント

県庁とっとり農業戦略課
☎0857-26-7327　  0857-26-8497
　 nougyousenryaku@pref.tottori.lg.jp  

問

F

　
農
産
物
の
収
穫
期
を
迎
え
る

秋
は
、
農
業
機
械
を
使
う
機
会

が
増
え
、
農
作
業
事
故
の
危
険

も
高
ま
り
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
作
業
へ
の
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
７（
平
成
29
）
年
に
発

生
し
た
農
作
業
の
死
亡
事
故
は

「
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・

転
倒
」
に
よ
る
も
の
が
最
多
で
す
。

こ
う
し
た
事
故
は
、
作
業
前
の
危

険
箇
所
の
把
握
や
農
業
機
械
へ

の
安
全
装
置
の
装
備
、
日
常
的

な
点
検
な
ど
で
防
止
で
き
ま
す
。

　
秋
は
日
没
が
早
ま
り
、
天
候

も
変
わ
り
や
す
い
た
め
作
業
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
一
方
、
残
暑

に
よ
る
熱
中
症
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。
地
域
や
家
族
で
声
を

掛
け
合
い
、
無
理
の
な
い
作
業
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
例
年
、
公
道
を
走
行
す

る
農
業
機
械
と
乗
用
車
の
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
般
車
両

と
の
速
度
差
を
意
識
し
て
、
円
滑

な
道
路
走
行
が
で
き
る
よ
う
他

の
車
両
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

■乗用型トラクター
　○安全キャブ・安全フレームのあるトラクターを
　　使用し、シートベルトを必ず着用。

○道路走行時は、ブレーキ操作時の
急旋回・横転を防ぐためにブレー
キペダルの連結を。
○低速車マークや反射材の装着。

■コンバイン（刈り取り脱穀機）
　○後進時の運転は、より慎重に。
　○狭い場所での作業は、補助作業者と声掛けを。
　○手こぎ作業中は、タオルや軍手の挟み込みに注意。

な
ん

な
ん

な
ん

～プラスチックごみを減らす～使い捨てない暮らしを実践

プラスチックの漂着ごみ

プラスチックごみの排出を減らす行動

□買い物のときには簡易包装を頼む。

□マイバッグ、マイボトルやマイ箸を持ち歩き、レジ袋
やプラスチック製食器をもらわない。

□プラスチック製のストローの使用を控える。

□繰り返し使える詰め替え用ボトルを選ぶ。

□食品の保存にはふた付き容器を使い、ラップの使用
を減らす。

□ごみは分別して出す。

　
近
年
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
と
よ
ば
れ
る
直
径
５
㍉
以
下

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
洋
を

汚
染
し
、
国
際
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
廃
棄
量
が

世
界
２
位
の
日
本
、
今
ま
で
以
上

に
排
出
を
抑
制
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
軽
く
て
丈

夫
、
加
工
し
や
す
い
な
ど
の
特
性

か
ら
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
。
し
か
し
、
中
に
は
使
い
捨
て
に

さ
れ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
ポ
イ
捨
て
」
や
屋
外
放
置
さ
れ

た
こ
れ
ら
が
雨
風
に
よ
っ
て
川
か

ら
海
へ
。
微
細
化
し
な
が
ら
海
を

漂
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
生
態
系

や
私
た
ち
の
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
、レ
ジ

袋
や
使
い
捨
て
容
器
の
使
用
を

控
え
る
、
分
別
廃
棄
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
な
ど
日
頃
の
実

践
が
必
要
で
す
。「
と
っ
と
り
プ
ラ

ご
み
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■鳥取砂丘の海ごみの種類
　全体の６割以上がプラスチックごみ

９月６日(金)
～19日(木)

県立公文書館
(鳥取市尚徳町)

企画展「鳥取県が
できるまで」

イオンモール鳥取北
(鳥取市晩稲)

イオンモール日吉津
(日吉津村日吉津)

日程 会場 内容

９月７日(土)
９月８日(日)
９月12日(木)

パネル展示、梨・
風船の配布、トリ
ピーやふるさと
大使のポケモン
であるサンド・ア
ローラサンドと
の記念撮影など
(日により内容は
異なる)

問 県庁循環型社会推進課
☎0857-26-7562  F0857-26-7563      junkanshakai@pref.tottori.lg.jp

飲み物
の缶 2%

その他
26％

飲み物の
ペットボトル
27％

発泡スチロール
の破片
13％

硬質
プラスチック
12％

プラスチックのキャップ ５％

プラスチックの袋 ３％

プラスチック
フロート・ブイ ３％

ガラス瓶 ６％

ロープ・
ひも 3％

（2019年4月6日 鳥取砂丘ジオパークセンター調査）

低速車マーク

■プラスチックは小さくなってもなくならない

出典「政府広報オンライン『暮らしに役立つ情報』
　　（2019年５月14日）」

漂流ごみ
海面や水中に浮遊しているご
み。風や海流、潮流によって遠
くまで運ばれることもある。

海底ごみ 海底に沈んでしまったごみ。
漁具や缶・瓶だけでなく、レ
ジ袋なども沈んでいる。

漂着ごみ
海岸に打ち上げられた
ごみ。大きな木や海草に
交じって、生活ごみや漁
具などが漂着している。

ポイ捨てや屋外で放置された
プラスチックゴミが散乱

雨や風によって、
川へ流れて海へ

安全フレーム安全キャブ

プラスチック
ごみの排出を
減らす

（右欄参照）

マイバッグ

マイボトル
詰め替え用
ボトル

分別用資源収集箱


